
　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
郷
土

に
ゆ
か
り
の
あ
る
美
術
作
品
の
収
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
で
７
回
目
と
な
る
こ
の
収
蔵
品

展
で
は
、
平
成
23
年
度
に
桜
ヶ
丘
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
が
新
た
に
収
蔵
し
た
美
術
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

国
府
高
校
で
多
く
の
後
進
を
育
て
た

石
河
彦
男
の
初
期
作
品
の
ほ
か
、
創
画

会
の
大
森
運
夫
や
高
畑
郁
子
の
日
本
画
、

山
本
鉄
男
の
油
彩
画
な
ど
を
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

◆
出
品
予
定
作
家
（
敬
称
略
・
50
音
順
）

　

石
河
彦
男
、
大
森
運
夫
、
高
畑
郁

子
、
山
本
鉄
男

◆
会
期　

４
月
３
日
か
ら
７
月
１
日
ま

で
（
休
館
日
を
除
く
）

◆
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
◆
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
美
術

作
品
展
示
室

◆
入
場
料　

無
料

◆
問
合
せ
先　

文
化
振
興
課
（
85
局

３
７
７
５
番
）
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◆
出
演　

板
谷
倭
琴
さ
ん
と
笛
っ
こ

◆
入
場
料　

無
料

◆
問
合
せ
先　

豊
川
市
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
事
務
局
（
文
化
振
興
課

内
☎
85
局
３
７
７
５
番
）

■
春
の
市
民
茶
会

◆
日
時　

３
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で

◆
会
場　

茶
室
「
心
々
庵
」、
桜
ヶ
丘

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
参
加
費　

一
席
６
０
０
円

◆
問
合
せ
先　

豊
川
文
化
協
会
（
89
局

７
０
８
２
番
）

　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
周
辺
に
薄
墨

桜
が
咲
く
３
月
下
旬
に
、
桜
と
と
も
に

音
楽
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
市
民
茶
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
篠
笛
を

は
じ
め
と
す
る
和
楽
器
の
演
奏
を
お
届

け
し
ま
す
。
ま
た
、
春
の
市
民
茶
会
で

は
、
表
千
家
、
宗
徧
吉
田
流
、
裏
千
家
、

煎
茶
松
月
流
の
各
流
派
が
そ
れ
ぞ
れ
お

茶
席
を
設
け
ま
す
。

■
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
篠
笛
・
春
の

音
コ
ン
サ
ー
ト
」

◆
日
時　

３
月
18
日
（
日
）
第
１
部
＝

午
前
11
時
か
ら
▽
第
２
部
＝
午
後
１

時
30
分
か
ら

◆
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
１
階

ロ
ビ
ー

～
春
の
訪
れ
～

薄
墨
桜
ま
つ
り
を
開
催

笛っこ

石河彦男「書見」

平
成
23
年
度

新
収
蔵
品
展

J
R
豊
川
駅
東
西
自
由
通
路
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
利
用
が
で
き
ま
す

　
Ｊ
Ｒ
豊
川
駅
東
西
自
由
通
路
に
あ
る

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
作
品
発
表
の
場
と
し
て
無
料
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
展
示
形
態　

６
台
の
ガ
ラ
ス
展
示
ケ

ー
ス
（
フ
ッ
ク
と
ワ
イ
ヤ
ー
で
作
品

を
吊
る
す
こ
と
も
可
能
で
す
）

◆
問
合
せ
先　

文
化
振
興
課
（
85
局

３
７
７
５
番
）

◆
日
時　

３
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
か
ら

◆
会
場　

御
津
文
化
会
館
（
ハ
ー
ト
フ

ル
ホ
ー
ル
）

◆
入
場
料　

無
料

こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
」発
表
会

◆
整
理
券　

御
津

文
化
会
館
、
桜

ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
小
坂
井

文
化
会
館
で
配

布
中

◆
問
合
せ
先　

ト
ゥ
イ
ン
ク

ル
（
０
９
０

－

４
４
０
０

－

７
２
７
３
）



�0 ー広報とよかわ

（３月16日〜４月15日）
開催期日などは変更になる場合がありますので、あらかじめ電話でご確認ください。

桜ヶ丘ミュージアム☎85－3775／音羽文化ホール（ウィンディアホール）☎88－8010
御津文化会館（ハートフルホール）☎76－3720／小坂井文化会館（フロイデンホール）☎78－3000

催　し　物 日　　時 会　　場 内容・問合せ先
和凧と古布の二人展 中島誠四郎・京子 ３月１日～31日 いっぷく亭 無料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
ジュエリーと布花 ３月14日～25日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482
パッチワーク展 ３月15日～18日 ギャラリー「一滴」 無料、ギャラリー「一滴」☎79－6406
プリザーブドフラワー展 ３月16日～31日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
豊川閣寺宝館 平成24年春季宝物展 ３月16日～４月25日 豊川閣寺宝館 有料、渡辺崋山「童子捉蝶の図」ほか、豊川閣寺宝館☎85－2030
豊川市合併記念 日本壮心流剣詩舞道
豊川地域教場交流会 ３月18日13：00～ 文化会館中ホール 無料、豊川文化協会剣詩舞部（本田）☎86－4782

ハーモニカ漫談 青空たのし ３月18日18：00～ いっぷく亭 2,000円、いっぷく亭（松山）☎84－0275
彩由会 絵画イラストレーション展 ３月20日～25日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、彩由会（島浦）☎89－6280
フロイデン ノイエス コンツァート 
ショパンの名曲をあなたに ３月22日19：00～ 小坂井文化会館 500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付き）、

小坂井文化会館☎78－3000
音羽岳風会創立50周年記念吟道大会 ３月25日９：15～ 文化会館中ホール 無料、豊川文化協会詩吟部（丸﨑）☎85－4261
ティータイム音楽の会「水ぬるむ」３月26日18：30～ 明治珈琲館あらびか 1,000円、山本☎87－2774
親子文化の会作品展 ３月27日～４月１日 ギャラリー「炭焼」 無料、ギャラリー「炭焼」☎93－6006
第44回三河書芸展 ３月27日～４月１日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、三河書芸会（権田）☎93－5048
創作バックと染織展 ３月28日～４月１日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482
足立歌謡会 歌謡発表会 ４月１日９：00～ 文化会館中ホール 無料、豊川文化協会歌謡部（足立）☎0532－62－1325
山楽アート展 ４月１日～15日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
第39回一美展（絵画・写真・陶芸） ４月３日～８日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、一美会（村松）☎93－4177
大人のブラウス ４月４日～15日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482
東日本チャリティー写真四人（姉妹兄弟）展 ４月４日～15日 小坂井文化会館 無料、猪狩☎0532－55－6080
市民呈茶（裏千家） ４月７日10：00～ 茶室「心々庵」 一服300円、豊川文化協会☎89－7082
木工工芸作品展 ４月10日～15日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、城所☎0532－88－2491
蒲郡竹島とその付近版画展 ４月10日～15日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、佐々木☎68－5283
クロスステッチししゅう展 ４月10日～15日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、中島☎84－9705
第２回豊川歌謡選手権大会 ４月15日９：00～ 文化会館中ホール 無料、豊川文化協会歌謡部（白井）☎75－3203
東日本チャリティーピアノ ４月15日14：00～ 小坂井文化会館 1,500円（当日券は500円増し）猪狩☎0532－55－6080
第220回合同例会 ばけものづかい ４月15日18：45～ ゆうあいの里多目的ホール 会員無料、豊川おやこ文化の会（向出）☎86－6698

催　し　物 日　　時 会場・問合せ先 入場料・前売券
せせらぎたいむ 

「おこと・琴・筝ライブ」 ４月22日14：00～ 音羽文化ホール 
（ウィンディアホール）

500円（お菓子、飲み物付き）、３月24日（土）から音
羽文化ホールで前売券を発売

　清水良治は、昭和 10（1935）年、萩町に生まれ
ました。金沢美術工芸大学卒業後に上京し、彫刻
家・柳原義達に師事しながら新制作協会に出品し
ました。スペインや日本の文学などを人体や動物
で表現し、昭和 50（1975）年の昭和会賞受賞をは
じめ、数々のコンクールで受賞を重ねてきました。

現在は、金沢美術工芸大学
の名誉教授です。 華煌／1993年

❖清
し

水
みず

良
りょう

治
じ
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1935年〜

　市役所の正面に設置されている「華煌」は平成
５（1993）年に市制 50 周年を記念して設置され
た彫像で、サクラの木をまとった女神が、未来を
見据えて歩み出す姿を表しています。


